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被災地派遣レポート＜第１０４回＞ 

都市整備局第一区画整理事務所管 理 課  長 棟  一 秀さん 

 

１．派遣されるまで 

私は、平成 24 年 10 月 1 日から 12 月 31 日までの 3 ヶ月間、岩手県釜石市内の岩手

県沿岸広域振興局土木部への派遣を命じられました。 

平成 23 年 3 月の東日本大震災による被災地の状況は、テレビ等によりある程度情報を

得ていましたが、実際に派遣先である釜石地区（釜石市・大槌町）の現状を目にした時、

震災より 1 年半が経過しているにも関わらず「これほどまでとは」と驚愕したことを覚え

ています。 

派遣の内示自体は平成 23 年度末には受けていましたが、それまでの職務経験の中で、工

事監督業務の経験はなく、また設計業務自体も入都時の 3 年間だけであり、約 10 年のブ

ランクがあったため、3 ヶ月という短期間の中で被災地に派遣されても自分は戦力になりう

るのか、内示から実際に派遣されるまでの約半年間、常に不安が頭の中をよぎりました。 

しかし、当時所属していた課に、平成 23 年度に釜石に派遣された方がおられたので、そ

の方から派遣先の情報を入手できたこと、局主催の説明会や研修等を受講する機会に恵ま

れたことから、「命じられたからには行くしかない」と腹をくくることが出来ました。 

また、都議会（第 3 回定例会）の最中であるにもかかわらず、都市基盤部長をはじめ課

内で壮行会を開いていただいたこと、ご多忙の中、局長より直接激励を頂いたこともあり、

台風一過の晴天の中、勇躍釜石に向けて出発したことを覚えています。 

 

２．派遣先において 

私が派遣された期間には、建設局より小池係長、舩山主任、寺井主事の 3 名の職員が派

遣されておりました。私のこれまでの職務経歴を考慮していただき、上述の 3 名が河川港

湾課への配属の中、道路整備課への配属として頂きました。 

派遣当初、私に与えられた職務は主に 3 つの工事の監督業務でした。第一は、大槌大橋

（大槌町中心部の橋梁）の復旧工事、第二は、砂子渡（釜石市西部）の国道 283 号線沿道

の急傾斜地復旧工事、第三は、室浜（釜石市東部：沿岸地域）の県道（吉里吉里釜石線）

の復旧工事でした。 

いずれの業務にも言えることですが、毎日のように現場に足を運び、工事の進捗状況等

を確認していました。代理人等から上げられる要調整事項を整理し、岩手県職員に随時報

告、判断を仰ぎました。また、今後の会計検査等を念頭に置き、それら調整事項等の結果

を取りまとめ、県職員に報告・提出していました。 

派遣期間中に、総務局、都市整備局、建設局の幹部職員の視察が入り、派遣者 4 名で準

備等大変な面もありましたが、派遣職員の存在が忘れられていないということを実感し、
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非常に心強く思いました。 

また、派遣期間も折り返しにさしかかる頃、派遣元の課内の上司等が激励のため、私が

居住する仮設住宅へ足を運んでいただき、大変うれしく思いました。 

都派遣者のうち、私のみが道路整備課配属となりましたが、毎朝 4 名でミーティングを

開催し、業務の進捗状況等の報告を行っていました。その中で、小池係長からは適宜着眼

点等をアドバイスしていただきましたし、他の 2 名の職員とも疑問点等を相談しあう等、

チームワークが非常に図られていたと思っています。 

また、派遣職員を快く受け入れてくれた県職員の方々や、他県からの派遣職員、自らも

被災され臨時職員として任用されている被災者の方々には、公私ともに大変お世話になり

ました。私が 3 ヶ月間被災地で仕事を全う出来たのは、これら都派遣者、県職員（臨時職

員を含む）、他県からの派遣職員が三位一体となり、復興事業を支える体制が確立していた

からであると認識しています。 

 

３．派遣を終えて 

帰任後、半年が経過しましたが、被災地、特に岩手県沿岸地域のニュースは非常に気に

なります。県職員をはじめ、他県からの派遣職員の尽力により、着実に復旧・復興事業は

進んでいますが、被災者、特に被災地外の国民には中々実感してもらえていない状況です。

しかし、実感し難い局所的な小さな成果の積み重ねが、市単位、県単位という目に見える

広域的な大きな成果に繋がることを確信しています。 

派遣先で得た経験は、何も震災時に限定することなく、現在の職務を遂行する上で非常

に有益なものとなっております。私が現在所属する部署は、工事調整をはじめとする施工

監督がメインとなりますので、派遣先での業務経験が活かせる環境にあります。 

3 ヶ月という短期間ながら、私を岩手県に送り出してくださった方々、県職員、臨時職員

及び他県からの派遣職員の皆様、そして私と同時期に派遣されていた 3 名の方々に感謝申

し上げ、報告を終わりにさせていただきます。 

最後に、今年度から派遣期間が 1 年となっているようです。宿舎のある栗林町は釜石市

の中でも交通不便地であり、慣れない仮設住宅での生活に苦労されることも多々あろうか

と思いますが、健康に留意され、職務に精励して下さる様、お願い申し上げます。 


